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Ⅰ　氷と食塩を混ぜたら温度が下がる？
氷と水を発泡スチロールのカップに入れて、温度計で最低温度を測る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最低温度　　　　　　　℃

食塩５ｇを秤りカップに入れ、温度計でかき混ぜながら最低温度をはかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最低温度　　　　　　　℃

さらに食塩５ｇを加え最低温度を測る。氷が溶けてきたら氷を足す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最低温度　　　　　　　℃

さらに食塩５ｇを加え最低温度を測る。　　　　　　　　　最低温度　　　　　　　℃

今度は砂糖を入れてみよう。

別の発泡スチロールのカップに氷と砂糖15ｇをいれて同じように最低温度を測ってみる。

どうなるか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最低温度　　　　　　　℃

氷に砂糖や食塩などを溶かすと温度が下がることが分かった。何故だろうか？

溶かす食塩の量と最低温度の関係はどうなっているかな？

砂糖が溶けた時と食塩が溶けた時とでは、温度の下がり方に違いはありますか？

Ⅱ　今度はアイスクリームを作ってみよう。



【質問】

1． 内側の小さい缶には、アイスクリーム原料の液体を

２/３までしか入れないのはなぜでしょう？

2． 缶の水の量が、急に増えるのはなぜでしょう？

3． 水･氷･食塩混合物の温度はどれくらい？

4． アイスクリームの原料を回転させたり、激しくかき混ぜたり

　　　すると、なめらかなアイスクリームができます。なぜ？

5． もし、回転したりかき混ぜたりしなかったらどうなる？

Ⅲ　次はクリームからバターを取り出してみよう。
　　動物性の生クリームと水とを同量ずつビンに入れ、蓋をして密封する。

ビンを手に持って良く振る。塊が出てきてコンコン音がするようになると、無塩バター

の出来上がりです。

質問　水と生クリームを混ぜて振るだけでバターが取れるのは何故でしょう？

　ヒント　バターは脂肪です。
反省　今日の実験で気が付いた事や、反省する事があったら、何でもよいから書きまし

　　ょう。

【手順】





①アイスクリームの原料を、小さい缶の約２/３まで入れる。


蓋をしてその周りをテープで巻く。





②少量の氷と食塩を大きい缶に入れてから、小さい缶を大きい缶に入れる。





③大きい缶と小さい缶の隙間に、氷と食塩を交互に層にして入れる。


　缶の水の量はどうなったでしょう？





④外側の缶に蓋をして、テープで巻く。





⑤ミトンを着用する。缶の周りにタオルまたはフォームパッドを巻く。





⑥テーブルの上で缶を回転させる。





⑦氷が溶けて少なくなったら、食塩の量を多くして、氷をもっと追加する。





⑧20~30分回転させた後、缶を開ける。


　温度計を使って、水･氷･食塩混合物の温度を調べる。





⑨アイスクリームを味わってみよう！
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【材料】


２個の缶（大・小）


アイスクリームの原料　


　　牛乳75ml、クリーム75 ml、砂糖45ｇ、卵１個をボールに入


　れて、泡立て器でよく泡を立てる。


氷（砕いたもの）約1kg　　●食塩 ２カップ


　 ●マスキングテープ          ●ミトン（二股手袋）又は手袋


　 ●温度計（－２０℃まで測定できるもの）


●保温用シート　　　　　　　●発泡スチロールカップ


●エプロン（汚れないようにする物なら何でもよい）








　


　　











